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要旨：日本各地でバラ科樹木への影響が懸念されている昼行性外来種クビアカツヤカミキリ Aromia bungii，お

よびクヌギ衰弱木に発生する夜行性のアカアシオオアオカミキリ Chloridolum japonicum の２種のアオカミキリ族

の成虫の日周行動を調査した。神奈川県藤沢市日本大学構内の網室の中で 24 時間にわたり１時間おきに 15 分間

観察し，静止，歩行，後食(後種のみ)，マウント，交尾，産卵，マウントされた状態での産卵，飛翔の各行動を記

録した。クビアカツヤカミキリは８時～15 時に活動する個体が目立ち，全体的に午前中に飛翔回数が多く，雄よ

りも雌の飛翔回数が多かった。アカアシオオアオカミキリは夜行性で 19 時～５時に活動する個体が多かった。飛

翔回数は午後の日没前に多かったのに対して，日没後はほとんど飛翔しなかった。さらに体長と各行動の頻度の

関係を調べた結果，両種ともに雌では大型個体がマウントと交尾に優位性があることが示唆された。一方，両種

の雄では各行動への体サイズの影響は認められなかった。 

キーワード：カミキリムシ，日周行動，外来種，クビアカツヤカミキリ，アカアシオオアオカミキリ 

 

Abstract: Whole-day observations of adult activity of two Callichromatini species, Aromia bungii (introduced, diurnal) and 

Chloridolum japonicum (native, nocturnal) were carried out, the former being a threat to rosaceous trees in Japan, and the 

latter infesting weakened Quercus acutissima trees.  Observations were carried out for 15 min at hourly intervals over the 

following 24 h in a field cage located at the university campus, recording the individual numbers showing resting, walking, 

eating (only for C. japonicum), mounting, copulation and oviposition.  Aromia bungii mostly exhibited activity between 

8:00 and 15:00, and frequent flights were observed mostly in the morning, with females being more active flier than males.  

Chloridolum japonicum mostly exhibited activity between 19:00 and 5:00.  Their flights were frequent before sunset, while 

little flights were observed after sunset.  Examinations of the relationships between body length and frequency of the 

behavior suggested that large female of both species has the advantage in mounting and copulation.  On the other hand, 

male of each species did not exhibit any relationship between body length and frequency of each behavior. 
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Ⅰ はじめに 

 クビアカツヤカミキリAromia bungii は，アジア大陸(中

国，朝鮮半島，ロシア極東部)に生息し，モモ，アンズ，ス

モモ，ウメ，サクラ類などのバラ科を主要な宿主とする一

次性の２年～３年１化性のカミキリムシである（５）。本種

は中国ではモモ，アンズ，スモモの重要害虫として知られ，

成虫･幼虫生態や防除に関する研究が集中的に行われてい

る（４，５）。日本では群馬県館林市，埼玉県草加市，愛知

県海部郡，大阪府大阪狭山市，徳島県板板野町･鳴門市で

本種がサクラ類やウメが被害を受けて枯死する現象が見ら

れ，分布拡大が懸念されている（２，７，９，12，15）。 

 アカアシオオアオカミキリChloridolum japonicum はクヌ

ギQuercus acutissimaの衰弱木に発生する一次性のカミキリ

ムシで，日本産アオカミキリ族の種のほとんどが昼行性な

中で，例外的に夜行性であり，クヌギの樹液を後食する（10）。

日本国内における本族の種の生態研究は，アオカミキリ

Schwarzerium quadricolle のトチノキ幼齢木に対する加害生

態（３），ムラサキアオカミキリSchwarzerium viridicyaneum

のカエデ類に対する加害生態および穿孔道の観察（１），オ

オシマミドリカミキリChloridolum loochooanumの防御物質

の同定（13）があるのみであり，あらゆる点で多くが未解

明である。 

 本研究では，このアオカミキリ族２種の生活環の解明を

目的に日周行動の観察を行い，結果を比較した。 

 

Ⅱ 試料と方法 

論 文 

http://ejje.weblio.jp/content/introduced
http://ejje.weblio.jp/content/species
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1. 試料 埼玉県青柳２･３丁目～稲荷５･６丁目にて

2014年６月17日～23日に採集したクビアカツヤカミキリ

成虫，ならびに埼玉県さいたま市桜区大字西堀秋ヶ瀬公園

にて2015年８月12日に採集したアカアシオオアオカミキ

リ成虫を観察に供試した。採集した供試虫は実験室に持ち

帰り 23oC に設定した恒温器内で飼育した。供試虫の自然

条件下での交接経験の有無は不明である。 

2. クビアカツヤカミキリの観察方法 神奈川県藤沢市

日本大学構内に位置する日当たりのよい網室の中で日周行

動を24時間にわたり１時間おきに観察した。個体識別のた

めに白色修正液で成虫の鞘翅に番号を記した。観察にあた

り，逃亡防止のため網室内に蚊帳（240×220×175cm）を設

置した。蚊帳の中に観察用に工作したケージ

（130×50×125cm）を入れ，その中にサクラの丸太（直径約

20cm，長さ約1m）４本を止まり木として立てて配置した。

直射日光を防ぐために網室全体にブルーシートを被せて日

陰を作った上で，ケージ内に成虫７雄７雌を同時に投入し，

翌日に観察を行った。観察項目は（６），（８）による他種

カミキリムシの終日行動観察にならい，行動を静止，歩行，

マウント，交尾，産卵，マウント状態での産卵，飛翔の７

つに分け，１時間のうち15分間全個体の各行動持続時間と

回数を記録，また各時間帯で特に持続時間が長かった行動

をその個体がとっていた行動とした。観察時の気温は地上

約1mの日陰地点で測定･記録した。暗くなってからでも観

察を行えるよう，夜間は照明による影響を避けるため赤セ

ロファンで覆った懐中電灯を使用した。 

 観察は2014年に計４回（①７月３日19:00～４日18:00，②

７月６日2:00～７日1:00，③７月13日2:00～14日1:00，④７

月16日2:00～17日1:00）行った。 

3. アカアシオオアオカミキリの観察方法 ケージ内に

クヌギの丸太（直径約20cm，長さ約1m）４本を止まり木

として立てて配置し，成虫10雄10雌を同時に投入し，翌

日から観察を行った。また，クヌギの丸太にスクロース溶

液で湿らせた脱脂綿を餌場として付けた。観察項目の行動

を静止，歩行，後食，マウント，交尾，産卵，マウントさ

れた状態での産卵，飛翔の８項目に分け，クビアカツヤの

観察方法と同様に観察を行った。 

観察は2015年に計３回（①８月13日19:00～14日18:00，

②８月16日12:00～17日11:00，③８月19日12:00～20日

11:00）行った。 

 

Ⅲ 結果と考察 

1. クビアカツヤカミキリの日周行動の観察 24 時間にわ

たり，各時間帯におけるクビアカツヤカミキリ成虫の行動

を１時間おきに調査した結果を図‐１に示した。今回の全

体の観察結果からクビアカツヤカミキリの行動をまとめる

と次のようになる。成虫は 24 時間活動するが，８～15 時

に活動する個体が目立った。昼夜を問わずマウント，交尾，

産卵が見られたが，夜間は日中ほど積極的ではなく，歩行

する個体も減少し，活動性が日中と比較して低下していた。

また，気温が最も高い正午前後はやや活動が低下する傾向

が見られた。④の観察では最高気温37oCという猛暑日で７

時をピークにそれ以降動く個体の数は減少していった。観

察①～④を通して最低気温19.1oCと最高気温37.1oCの時間

も含めて活動個体が見られる時間帯は長かったが，①･③の

観察において，活動個体が最多の気温25～29.3oCが本種に

とって最も活動しやすい気温条件と考えられた。 

各時刻における飛翔の観察回数の総計を図‐３に示した。

飛翔は，19時を除く５時～21時の間に見られ，特に７時～

15時に活発に飛翔する個体が多く，午後より午前中が多か

った。雄60回雌101回と雌の方が飛翔観察回数は多かった。 

 各個体における各行動の頻度とその個体の体長の間の関

係を回帰分析で解析した。雌のマウントの頻度については，

体長の増加が正の影響を与えていた（回帰係数：r = 0.008 ± 

0.003，t = 2.190，p < 0.05，決定係数：R2 = 0.24）。また，雌

の交尾の頻度についても同様に体長の増加が正の影響を与

えていた（回帰係数：r = 0.007 ± 0.002，t = 2.742，p < 0.05，

決定係数：R2 = 0.33）。その他の雌雄の行動では有意性は認

められなかった。 

2. アカアシオオアオカミキリの日周行動の観察 24時

間にわたり各時間帯におけるアカアシオオアオカミキリ成

虫の行動を１時間おきに調査した結果を図‐２に示した。

今回の全観察（①～③）では，照度が０に近い19時～５時

の時間帯に活動する個体が目立った。活発な時間帯は動き

回るよりも後食する個体が頻繁に見られた。逆に雌の産卵

行動はあまり見られず，日中は皆無であった。クビアカツ

ヤカミキリの結果（図‐１）と比較しても，全体的に産卵

行動は低頻度であった。また，気温の変動が小さい夜間で

も０時前後で活性がやや落ちるようであった。夜間は餌場

に集まることで他個体とよく出会うため，雌雄ともに相手

の雌雄の区別なく闘争が頻繁に見られた。日中は多くの個

体がケージの天井部に集まり静止していた。 

各時刻における飛翔の観察回数の総計を図‐４に示した。

成虫が活発になる時間帯の前後，特に午後によく飛翔して

いた。飛翔回数は雄が43回雌が24回で雄の方が多かった。 

各個体における各行動の頻度とその個体の体長の間の

関係を回帰分析で解析した。雌のマウントの頻度について

は，体長の増加が正の影響を与え（回帰係数：r = 0.011 ± 

0.003，t = 3.430，p < 0.05，決定係数：R2 = 0.40），雌の交尾

の頻度についても同様であった（回帰係数：r = 0.003 ± 0.001，

t = 3.001，p < 0.05，決定係数：R2 = 0.34）。また，雌の静止

の頻度には体長の増加が負の影響を与えていた（回帰係

数：r = –0.023 ± 0.009，t = –2.372，p < 0.05，決定係数R2 = 0.24）。

その他の雌雄の行動では有意な関係性は認められなかった。 
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3. 総合考察 クビアカツヤカミキリは日中に活発にな

ることが明らかになったが，気温が最も高い正午前後はや

や活性が落ちる傾向が見られた。アカアシオオアオカミキ

リは気温の変動が少ない夜間でも０時前後で活性がやや落

ちることから，薄暮活動性に近い夜行性と考えられる。 

雌成虫の産卵行動の頻度が，アカアシオオアオカミキリ

よりもクビアカツヤカミキリの方が高い頻度で確認された。

クビアカツヤカミキリの雌成虫を２頭解剖し，蔵卵数

を数えたところ，372 および 320 であった。アカアシオオ

アオカミキリも同様に雌成虫２頭を調べた結果，蔵卵数は

21 および 44 であった。クビアカツヤカミキリ成虫も後食

する（桐山･他，未発表）が，アカアシオオアオカミキリは

これを上回る頻度で後食することにより，総産卵数も多く

なるものと思われる。 

飛翔回数では，クビアカツヤカミキリの場合雄より雌の

方が多かった。雌にとって飛翔は産卵場所の新規探索を目

的としたものと考えられる。クビアカツヤカミキリを供試

した風洞実験では雌の飛翔頻度は雄よりも高い結果が得ら

れており，風洞内にオス入り網カゴを設置したところ，

メスが風上に飛翔定位したことから，オスによる誘

引性性フェロモンの放出が示唆されている（深谷･

他，未発表）。一方アカアシオオアオカミキリの場合，飛

翔回数は雌より雄の方が多い結果となった。この種は午後

～日没前によく飛翔することから，餌場探索を主目的とし，

餌場に集まることで結果的に雌と効率よく巡り合えるよう

になるものと思われる。 

体長と各行動の頻度の関係を調べた結果，両種ともに雌

では大型個体がマウントと交尾に関して，わずかではある

が有意な優位性があることが示された。トウワタベニカミ

キリTetraopes tretraophthalmus （フトカミキリ亜科）はカミ

キリムシ科で唯一，卵巣小管の数や卵サイズの点で優位で

ある大型雌個体（14）が生殖行動においても優位であるこ

とが示されている（11）。これはカミキリムシ科では普遍的

な傾向である可能性が考えられる。 
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図－１．各時間帯(１時間おき)におけるクビアカツヤカミキリ成虫14頭の行動．
(1)2014年７月３日19:00～４日18:00，(2)６日2:00～７日1:00，(3)13日2:00～14日1:00，(4)16日2:00～17日1:00．

Fig. 1 Daily trends in the activities of 14 adults A. bungii. Observations were carried out every hour between (1) 19:00, Jul.3
and 18:00, Jul.4, (2) 2:00, Jul.6 and 1:00, Jul.7, (3) 2:00, Jul.13 and 1:00, Jul.14 and (4) 2:00, Jul.16 and 1:00, Jul.17.

(1)７月３日19:00～４日18:00 (2)７月６日2:00～７日1:00 (3)７月13日2:00～14日1:00 (4)７月16日2:00～17日1:00
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図－２．各時間帯(１時間おき)におけるアカアシオオアオカミキリ成虫20頭の行動．
(1) 2015年８月13日19:00～14日18:00，(2)８月16日12:00～17日11:00，(3)８月19日12:00～20日11:00.

Fig.2 Daily trends in the activities of 20 adults C. japonicum. Observations were carried out every hour (1)19:00, Aug. 
13 and 18:00, Jul.14, (2)12:00, Aug. 16 and 11:00, Aug. 17 and (3)12:00, Aug. 19 and 11:00, Aug. 20.

(1)８月13日19:00～14日18:00 (2)８月16日12:00～17日11:00 (3)８月19日12:00～20日11:00
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図－３．１日の各時間帯におけるクビアカツヤカミキ
リ成虫の飛翔回数(2014年７月３日19:00～４日18:00，６日
2:00～７日1:00，13日2:00～14日1:00，16日2:00～17日1:00)．

Fig.3 Flight number of times of adults A. bungii. Observations 
were carried out every hour between 19:00, Jul.3 and 18:00, 
Jul.4, 2:00, Jul.6 and 1:00, Jul.7, 2:00, Jul.13 and 1:00, Jul.14
and 2:00, Jul.16 and 1:00, Jul.17. 
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図－４．１日の各時間帯におけるアカアシオオアオ
カミキリ成虫の飛翔回数(2015年８月13日19:00～14
日18:00，16日12:00～17日11:00，19日12:00～20日11:00)

Fig.4 Flight number of times of adults C. japonicum. 
Observations were carried out every hour between  19:00, 
Aug. 13 and 18:00, Jul.14, 12:00, Aug. 16 and 11:00, Aug. 

17 and 12:00, Aug. 19 and 11:00, Aug. 20. 
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